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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長さを定めるフレームと、
　前記フレーム上にほぼ縦方向に配置された複数の皮膚係合要素と、
を備えた剃刀カートリッジであって、
　前記皮膚係合要素が、
　　ブレード長の少なくとも一部分に沿って延びる鋭利な刃先を各々が有する、互いに平
行関係にある２つ又はそれ以上のブレードであって、該２つ又はそれ以上のブレードのそ
れぞれが曲がり金属ブレード支持構造体に装着されたブレードと、
　　ある長さと、前記ブレードの１つがすぐ前方にあり且つ前記ブレードの１つがすぐ後
方に位置付けられるように前記ブレードの２つの間で前記フレーム上に配置された皮膚係
合面とを有する第１のインターブレードガードと、
を含み、
　前記第１のインターブレードガードのすぐ前の前記ブレードが装着されている前記曲が
り金属支持構造体から前記第１のインターブレードガードが隔置されるように、前記第１
のインターブレードガードのすぐ前方の前記ブレードが前記曲がり金属ブレード支持構造
体から前記ブレードガードを完全に分離しており、
　前記第１のインターブレードガードと前記第１のインターブレードガードのすぐ後方の
前記ブレードとの間で、前記第１のインターブレードガードのすぐ後方の前記ブレードの
全体の長さにわたって連続的にリンススルーギャップが延びており、該リンススルーギャ
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ップがシェービング平面に対してほぼ垂直の角度で前記剃刀カートリッジを通って延びて
おり、かつ
　前記リンススルーギャップが、前記第１のインターブレードのすぐ後ろの前記ブレード
から、前記第１のインターブレードガードのすぐ前にある前記ブレードに対するブレード
支持構造体を完全に分離している、
ことを特徴とする剃刀カートリッジ。
【請求項２】
　前記剃刀カートリッジが、少なくとも３つのブレードを含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の剃刀カートリッジ。
【請求項３】
　前記剃刀カートリッジが、少なくとも１つの付加的なインターブレードガードを含み、
各前記付加的なインターブレードガードが２つのブレードの間に配置されて、１つのブレ
ードが各前記付加的なインターブレードガードのすぐ前方に位置付けられ、且つ１つのブ
レードが各前記付加的なインターブレードガードのすぐ後方に位置付けられるようにし、
　各前記インターブレードガードが、少なくとも１つのブレードによって他の前記インタ
ーブレードガードの各々から分離される、
ことを特徴とする請求項２に記載の剃刀カートリッジ。
【請求項４】
　付加的なリンススルーギャップが、前記付加的なインターブレードガードの各々と、同
じ前記付加的なインターブレードガードのすぐ後方の前記ブレードとの間で且つ前記付加
的なインターブレードガードのすぐ後方の前記ブレードの実質的に長さ全体にわたって延
びる、
ことを特徴とする請求項３に記載の剃刀カートリッジ。
【請求項５】
　前記２つ又はそれ以上のブレードの後方の前記フレーム上に配置されているキャップを
更に含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の剃刀カートリッジ。
【請求項６】
　前記キャップと該キャップのすぐ前方の前記ブレードとの間に配置されたブレードガー
ドを更に含み、
　前記ブレードガードと前記キャップとの間で前記フレームの長さの少なくとも一部分に
わたってキャップリンススルーギャップが延びている、
ことを特徴とする請求項５に記載の剃刀カートリッジ。
【請求項７】
　前記キャップリンススルーギャップが、前記シェービング平面に対してほぼ垂直の角度
で前記剃刀カートリッジを通って延びる、
ことを特徴とする請求項６に記載の剃刀カートリッジ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、全体的に剃刀カートリッジに関し、より詳細には２つのブレードの間に配置
されたインターブレードガードを有する剃刀カートリッジに関する。
【背景技術】
【０００２】
　最新の湿式シェービング剃刀は、ハンドル上に装着した剃刀カートリッジ内に配置され
る複数のブレードを含む。一部の安全剃刀は、再利用可能ハンドル上に取り外し可能に装
着した使い捨て剃刀カートリッジを有するが、他の安全剃刀では、単一の使い捨てユニッ
トとして製造されたハンドル及び剃刀カートリッジを有する。典型的には、剃刀カートリ
ッジは、ガード、２つ又はそれ以上のブレード、及びキャプなどの幾つかの皮膚係合要素
が装着されるフレームを含む。ガードはブレードの前方に配置され、キャップはブレード
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の後方に配置される。本明細書で用いる用語「前方」及び「後方」は、剃刀カートリッジ
の特徴部間の相対的位置を定める。例えばブレードの「前方」の皮膚係合特徴部は、通常
のシェービング動作時において剃られる表面がブレードに当たる前に当該特徴部が当たる
ように位置付けられる。反対に、例えばブレードの「後方」の皮膚係合特徴部は、剃られ
ることになる表面が、通常のシェービング中にブレードに当たった後に当該特徴部に当た
るように位置付けられる。
【０００３】
　典型的には、２つ又はそれ以上のブレードは、これらが互いに平行な関係にあり且つ互
いに僅かに離間されるように、ガードとキャプとの間の剃刀カートリッジ内に位置付けら
れる。各ブレードは、所望の表面から毛を剃るように動作可能な鋭利な刃先を含む。ブレ
ード間の距離（すなわち、「先端間のスパン」）は、隣接するブレードの鋭利な刃先間の
直線に沿って剃刀カートリッジ全体で横方向に測定される。シェービング時、剃られる表
面全体にわたって使用者が剃刀カートリッジを引くと、剃刀ブレードの刃先が所望の表面
から毛を剃る。
【０００４】
　剃刀カートリッジの性能と商業的成功は、限定ではないが、安全性、快適性及び洗浄性
を含む、多くの要因及び特徴の均衡にある。フレーム上に配置されたブレードの先端間ス
パンは、上述の要因の各々に大きな影響を与える。一方、最近の研究では、先端間のスパ
ンを小さくすることによりシェービング快適性が高まることが示された。先端間のスパン
が小さい剃刀カートリッジは、通常のシェービング時により小さな皮膚隆起部が近接ブレ
ード間のギャップに入ることを可能にする。図１は、様々な先端間スパンを有する剃刀ブ
レードによってもたらされる、皮膚隆起の差を示している。図１に示すように、比較的小
さな先端間のスパンを有する２つのブレード間の皮膚隆起は、相対的に大きな先端間スパ
ンを有する２つのブレードの間で皮膚隆起が後縁ブレードに接近する角度（全体的に「Ｂ
」で特定される）よりもより浅い角度（全体的に「Ａ」で特定される）で後縁ブレードに
接近する。皮膚が剃刀ブレードに効果的に接近する角度が小さくなると、皮膚表面上の抵
抗が小さくなり、その結果、安全性（すなわち、切り傷がより少ない）及び使用者の快適
性が増大することになる。
【０００５】
　しかしながら、他方では、ブレード間の先端間スパンを小さくすると、剃刀カートリッ
ジの洗浄性に悪影響を与える。使用者がひげを剃ると、刈り込んだ毛、皮膚粒子、シェー
ビングクリーム、及び／又は他の破片がブレード間の空間に入る。一般に、先端間スパン
が小さくなるほど、ブレード間の破片を洗浄いで落とすのがより困難になる。ブレード間
の空間内に残った破片は、剃られる表面の皮膚が、通常のシェービング時に２つ又はそれ
以上のブレード間の空間に入るのを妨げるので、剃刀カートリッジの性能に悪影響を与え
る可能性がある。
【０００６】
　従って、快適性を高めるために先端間のスパンを小さくする必要性と、より優れた洗浄
性を達成するために先端間スパンを広げる要望との間の葛藤がある。ブレードが互いに接
近する程、快適性を最大にする先端間のスパンを該先端が達成するより先に、ブレンド間
のギャップが剃刀ブレード及び／又は剃刀ブレード支持材料で最終的に完全に塞がれてし
まうことにより、両方の要因を最大限にする上での問題はますます増大するばかりである
。図２はこの難問を示している。
【０００７】
　従って、当該技術分野において、洗浄性を制限することなく快適性を高めるために、剃
刀カートリッジ内に配置されたブレードの先端間スパンを効果的に小さくする剃刀カート
リッジを提供する必要性がある。
【発明の開示】
【０００８】
　本発明によれば、剃刀カートリッジは、フレーム及び複数の皮膚係合要素を含む。フレ



(4) JP 5047954 B2 2012.10.10

10

20

30

40

50

ームは、ある長さを有し、皮膚係合要素は、フレーム上にほぼ縦方向に配置される。皮膚
係合要素は、少なくとも２つ又はそれ以上のブレード及び第１のインターブレードガード
を含む。ブレードは、互いに平行関係で位置付けられ、ブレード長の少なくとも一部分に
沿って延びる鋭利な刃先を有する。第１のインターブレードガードは皮膚係合面を有し、
ブレードの１つが該第１のインターブレードガードのすぐ前方にあり、ブレードの１つが
該第１のインターブレードガードのすぐ後方に位置付けられるように２つのブレードの間
に配置される。リンススルーギャップは、インターブレードガードのすぐ後方のブレード
の実質的に全体の長さにわたって、第１のインターブレードガードと該第１のインターブ
レードガードのすぐ後方のブレードとの間に延びる。リンススルーギャップは、シェービ
ング平面に対してほぼ垂直の角度で剃刀カートリッジを通って延びる。
【０００９】
　本発明の１つの態様によれば、本発明の剃刀カートリッジは、各付加的なインターブレ
ードガードが２つのブレードの間に位置付けられ、各インターブレードガードが、少なく
とも１つのブレードによって他のインターブレードガードの各々から分離される限り、上
述の第１のインターブレードガードに類似した付加的なインターブレードガードを更に含
むことができる。
【００１０】
　本発明の１つの利点は、シェービング時に、皮膚係合要素間の有効スパンが小さくなり
、これによって快適性及び安全性が高くなる点である。加えて、インターブレードガード
のすぐ後方のブレードは、リンススルーを妨げることなくインターブレードガードの近接
近の範囲内で移動することができる。従って、本発明の快適性、安全性、及び洗浄性は従
来技術に比べて改善される。
【００１１】
　本発明のこれら及び他の利点は、当業者であれば詳細な説明及び図面に照らして明らか
になるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図３－４Ｂを参照すると、本発明の剃刀カートリッジは、全体的に数字１０で特定され
る。剃刀カートリッジ１０は、幅（「Ｗ」）及び長さ（「Ｌ」）を定め、フレーム１４上
に配置された複数の皮膚係合要素１２を含む。皮膚係合要素１２は、キャップ１６、少な
くとも２つのブレード１８、第１のインターブレードガード２０、及びガード２２を含む
。幾つかの実施形態では、ブレード１８及び／又は第１のインターブレードガード２０は
、例えば図４に示すように、ブレード支持構造体２４上に装着される。加えて、剃刀カー
トリッジ１０は、図３に示すように恒久的又は取り外し可能にハンドル２６に取り付けら
れることが多い。
【００１３】
　図３Ａを参照すると、ガード２２は、ブレード１８の前方のフレーム１４上にほぼ縦方
向に配置される。ガード２２は、当業者に公知のあらゆる好適な材料で作ることができ、
突起部２９及び／又はシェービング補助ストリップ（図示せず）などの付加的な要素を含
むことができる。ガード２２の外部皮膚係合面２８は、通常のシェービング動作時に剃ら
れる表面と接触している。ガード２２は、典型的にはフレーム１４と一体的に形成され（
但し図示せず）、ガード２２はまた、例えばハンドル２６に接続され、フレーム１４に枢
動可能に接続することができる。ガード２２は、当該技術分野で公知であり、従って、本
発明が限定されずにあらゆる特定のタイプのガード２２で用いられる点を指摘することを
除いて、本明細書では更に詳細には議論しない。
【００１４】
　図３Ａを引き続き参照し、キャップ１６は、ブレード１８の後方のフレーム１４全体に
わたってほぼ縦方向に延び、皮膚係合面３０を含む。キャップ１６の皮膚係合面３０は、
通常のシェービング動作時に剃られる表面と接触状態にある。キャップ１６は、当業者に
は公知のあらゆる好適な材料で作ることができ、幾つかの実施形態では、キャップ１６は
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、シェービング補助部などの付加的な要素を含むことができる。一般にキャップ１６は、
当該技術分野で公知であり、従って、本発明が限定されずにあらゆる特定のタイプのキャ
プ１６で用いられる点を指摘することを除いて、本明細書では更に詳細には議論しない。
【００１５】
　本明細書で用いられる用語「シェービング平面」は、通常のシェービング動作時に剃ら
れる表面の理論上の位置を表すことを目的とし、本明細書では、ガード２２及びキャップ
１６の両方の皮膚係合面２８、３０に対し接線方向である剃刀カートリッジ１０全体にわ
たって横方向に延びる線で定められる。シェービング平面（全体的に各図面で点線で示さ
れ、「ＳＰ」として特定される）は、例えば図４に示される。加えて、用語「シェービン
グ平面の上」及び「シェービング平面の下」とは、本明細書では、シェービング平面に対
する位置を記述するのに用いられる。シェービング面の「上」及び「下」の位置は、図４
及び４Ｂで特定される。
【００１６】
　ここで図３Ａ及び４Ａを参照すると、各々が長さ（図３Ａに示すように「Ｌ１」）及び
幅（図４Ａに示すように「Ｗ１」）を有する２つ又はそれ以上のブレード１８は、ガード
２２とキャップ１６との間で互いに対し平行関係でフレーム１４上に配置される。従って
、本発明の剃刀カートリッジ１０は、本発明の範囲から逸脱することなく、２つ、３つ、
４つ、又はそれ以上のブレード１８を有することができる。ブレード１８の各々は、ブレ
ードの幅（Ｗ１）の少なくとも一部分に沿って延びる鋭利な刃先３２を有し、好ましくは
実質的に平面である。各ブレード１８は、各ブレードの鋭利な刃先３２が、実質的にシェ
ービング平面（ＳＰ）の近傍に位置するように、フレーム１４上に配置される。言い換え
れば、各ブレード１８の鋭利な刃先３２は、シェービング平面（ＳＰ）と実質的に接して
、又はその僅かに上、或いは僅かに下にあることができる。更に、各ブレード１８は、鋭
利な刃先３２が、通常のシェービング時に生じる力の下でシェービング平面（ＳＰ）と相
対的に移動可能であるように、フレーム１２上に装着することができる。例えば、幾つか
の実施形態では、鋭利な刃先３２は、剃刀カートリッジ１０が静止状態にある時にシェー
ビング平面（ＳＰ）の上に位置することができるが、通常のシェービング時にブレード１
８に加わる力の下でシェービング平面（ＳＰ）の下にある位置まで偏向することができる
。製造時のシェービング平面（ＳＰ）に対する各ブレード１８の位置は、他のブレード１
８の各々の位置とは無関係である。
【００１７】
　図４－４Ｂに示すような幾つかの実施形態では、ブレード１８の１つ又はそれ以上は、
ブレード支持構造体２４上に装着することができる。他の方法で可撓性のブレード１８に
対して支持可能なブレード支持構造体２４は、当該技術分野で公知であり、典型的には金
属の曲げ部品で作ることができる。ブレード支持体２４にブレード１８を到着するための
方法は、当該技術分野で公知であり、従って、本明細書ではこれ以上詳細には議論しない
。
【００１８】
　図４－４Ｂを参照すると、皮膚係合面３４を有する第１のインターブレードガード２０
は、２つの隣接ブレード１８の間に配置され、例えば図４に示すように、１つのブレード
１８が第１のインターブレードガード２０のすぐ前方にあり、１つのブレード１８が第１
のインターブレードガード２０のすぐ後方にあるようにする。図４は、ガード２２の後方
の第１のブレード１８と第２のブレード１８との間に位置する第１のインターブレードガ
ード２０を示すが、該第１のインターブレードガード２０はまた、本発明の範囲から逸脱
することなく、例えば、ガード２２の後方の第２と第３のブレード１８（図４Ａ）、又は
ガード２２の後方の第３と第４のブレード１８（図４Ｂ）など、あらゆる２つのブレード
１８の間に位置することも可能である。
【００１９】
　第１のインターブレードガード２０は、皮膚係合面３４が実質的にシェービング平面（
ＳＰ）の近くに位置するようにフレーム１４上に配置され、該第１のインターブレードガ



(6) JP 5047954 B2 2012.10.10

10

20

30

40

50

ード２０が、通常のシェービング動作時に剃られている表面と接触しているようにする。
言い換えれば、剃刀カートリッジは、第１のインターブレードガード２０が、シェービン
グ平面（ＳＰ）と実質的に接して、又はその僅かに上、或いは僅かに下にあるように組み
立てることができる。更に、第１のインターブレードガード２０は、皮膚係合面３４が、
通常のシェービング時に生じる力の下でシェービング平面（ＳＰ）と相対的に移動可能で
あるように装着することができる。例えば、幾つかの実施形態では、第１のインターブレ
ードガード２０の皮膚係合面３４は、剃刀カートリッジ１０が静止状態にある時にシェー
ビング平面（ＳＰ）の上に位置することができるが、通常のシェービング時に生じる力の
下でシェービング平面（ＳＰ）の下にある位置まで偏向することができる。
【００２０】
　第１のインターブレードガード２０は、あらゆる好適な断面形状を有することができる
。しかしながら、ほとんどの実施形態では、第１のインターブレードガード２０は、図４
、４Ａ及び４Ｂに示すように、皮膚係合面３４が湾曲するような断面形状を有する。加え
て、図５－５Ｄは、好適なインターブレードガード幾何形状の幾つかの付加的な実施例を
示している。しかしながら、図示のサンプル断面形状は、本質的に例証に過ぎず、利用可
能な第１のインターブレードガード２０の幾何形状全てを含んでいるとみなすべきではな
い。
【００２１】
　更に図４－５Ｃを参照すると、第１のインターブレードガード２０は、リンススルーギ
ャップ３６（図４に全体的に点線で示す）が、剃刀カートリッジ１０を通って、第１のイ
ンターブレードガード２０とインターブレードガード２０のすぐ後方のブレード１８との
間に延びる限り、あらゆる好適な方式で剃刀カートリッジ１０に装着することができる。
例えば、第１のインターブレードガード２０は、ブレード支持構造体２４（図４）に、イ
ンターブレードガード２０（図５）のすぐ前方のブレード１８に、及び／又はフレーム１
４（図示せず）に装着することができる。
【００２２】
　リンススルーギャップ３６は、好ましくは第１のインターブレードガードのすぐ後方の
ブレードの実質的に全体の長さ（Ｌ１）に沿って延びる。また、リンススルーギャップ３
６は、図４に示すように、シェービング平面（ＳＰ）に実質的に垂直の角度で第１のイン
ターブレードガード２０と該第１のインターブレードガードのすぐ後方のブレード１８と
の間に延びるのが好ましい。
【００２３】
　図４－４Ｂに示すような幾つかの実施形態では、第１のインターブレードガード２０は
、ブレード１８及び／又は第１のインターブレードガード２０のすぐ前方のブレード支持
構造体２４に実質的に隣接している。実際に、幾つかの実施形態では、第１のインターブ
レードガード２０と該第１のインターブレードガード２０の前方のブレード１８との間の
シェービング補助部及び他の破片の流れは、通常のシェービング時に実質的に妨げられる
。
【００２４】
　ここで図６を参照すると、本発明の１つの態様によれば、本発明の剃刀カートリッジ１
０は、付加的なインターブレードガード３８（例えば、第２のインターブレードガード、
第３のインターブレードガード、及びその他）を含むことができる。付加的なインターブ
レードガード３８の各々は、第１のインターブレードガード２０に対して上述のような類
似の手法で装着されて成形される。付加的なリンススルーギャップ３９は、付加的なイン
ターブレードガード３８と、同じ付加的なインターブレードガード３８のすぐ後方のブレ
ード１８との間に延びる。付加的なリンススルーギャップ３９は、付加的なインターブレ
ードガード３８のすぐ後方のブレードの実質的に全体の長さ（Ｌ１）に沿って延びる。ま
た、付加的なリンススルーギャップ３９は、図６に示すようにシェービング平面（ＳＰ）
に対して実質的に垂直な角度で剃刀カートリッジを通って延びるのが好ましい。
【００２５】
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　図６に示すような、付加的なインターブレードガード３８を有する実施形態では、各イ
ンターブレードガード２０、３８は、少なくとも１つのブレード１８によって他のインタ
ーブレードガード２０、３８から分離される。図６のインターブレードガード２０、３８
は、実質的に同一であるように示されるが、インターブレードガード２０、３８の幾何形
状は、同じ剃刀カートリッジ１０内で変えることができる。加えて、各付加的なインター
ブレードガード３８は、シェービング平面（ＳＰ）と実質的に接して、又はその僅かに上
、或いは僅かに下に位置付けることができる。更に、シェービング平面（ＳＰ）に対する
各インターブレードガード２０、３８の実際の位置付けは、ブレード１８及び／又は他の
インターブレードガード２０、３８の各々の位置付けとは無関係にすることができる。
【００２６】
　インターブレードガード２０、３８は、あらゆる好適な材料で作ることができる。例え
ば、金属及びポリマー材料は、特定の実用性を有することが実証されている。加えて、イ
ンターブレードガード２０、３８は、シェービング補助部などの付加的な要素を含むこと
ができる。例えば、シェービング補助ストリップ４０は、図６に示すように、インターブ
レードガード２０、３８の１つ又はそれ以上の皮膚接触面３４の一部上に配置することが
できる。
【００２７】
　本発明の別の態様によれば、上述の第１のインターブレードガード２０のものに類似し
た属性を有するブレードガード４２は、例えば図６Ａに示すように、キャップ１６と該キ
ャップ１６のすぐ前方のブレード１８との間の本発明の剃刀カートリッジ１０内に配置す
ることができる。キャップリンススルーギャップ４４は、フレームの長さ（Ｌ）の少なく
とも一部分に沿ってブレードガード４２とキャップ１６との間に延びる。また、キャップ
リンススルーギャップ４４は、図６に示すように、シェービング平面（ＳＰ）に対して実
質的に垂直の剃刀カートリッジ１０を通って延びるのが好ましい。
【００２８】
　ここで本発明の動作は、各図の全てに照らして議論される。動作中、本発明の剃刀カー
トリッジ１０の皮膚係合要素１２（例えば、ガード２２、ブレード１８、インターブレー
ドガード２０、３８、ブレードガード４２、及び／又はキャップ１６）をシェービングさ
れることになる表面と接触させる。使用者が剃刀カートリッジ１０を表面全体にわたって
移動させるにつれて、ブレードの鋭利な刃先が毛を剃る。インターブレードガード２０、
３８とそのすぐ後方のブレード１８とが接近することにより、２つの皮膚係合要素間に設
けられた空間にあまりに大きな皮膚隆起が入るのが防止される。シェービングストローク
の間に、使用者は、剃刀カートリッジ内からあらゆる破片を洗い流すのを選択することが
できる。インターブレードガード２０、３８とそのすぐ後方に位置付けられたブレード１
８との間に設けられるリンススルーギャップ３６，３９は、集められたあらゆる破片を水
で洗い流すのを可能にする。同様に、キャプリンススルーギャップ４４は、存在する場合
には、あらゆる破片を水で洗い流すのを可能にする。
【００２９】
　当業者であれば、特定の要件に適合することができる、本明細書で示される本発明の正
確な形態の種々の修正及び改作が存在することを容易に理解するであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】様々な先端間のスパンでブレード間のギャップに入る皮膚隆起の大きさを描いた
従来技術の剃刀カートリッジの側断面図である。
【図２】最小先端間スパン及びリンススルーに対する影響を描いた従来技術の剃刀カート
リッジの側断面図である。
【図３】ハンドル上に装着された本発明の剃刀カートリッジの斜視図である。
【図３Ａ】本発明の剃刀カートリッジの正面図である。
【図４】剃刀カートリッジが第１のブレードと第２のブレードとの間にインターブレード
ガードを含む、線４－４に沿った図３Ａの側断面図である。
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【図４Ａ】剃刀カートリッジが、第２のブレードと第３のブレードとの間にインターブレ
ードガードを含む、線４Ａ－４Ａに沿った図３Ａの側断面図である。
【図４Ｂ】剃刀カートリッジが、第３のブレードと第４のブレードとの間にインターブレ
ードガードを含む、線４Ｂ－４Ｂに沿った図３Ａの側断面図である。
【図５】好適なインターブレードガード形状の実施例の側面図である。
【図５Ａ】好適なインターブレードガード形状の別の実施例の側面図である。
【図５Ｂ】好適なインターブレードガード形状の別の実施例の側面図である。
【図５Ｃ】好適なインターブレードガード形状の更に別の実施例の側面図である。
【図６】本発明の剃刀カートリッジが複数のインターブレードガードを含む、線６－６に
沿った図３Ａの側断面図である。
【図６Ａ】本発明の剃刀カートリッジが、キャップと該キャップのすぐ前方のブレードと
の間に複数のインターブレードガード及び付加的なブレードガードを含む、線６Ａ－６Ａ
に沿った図３Ａの側断面図である。
【符号の説明】
【００３１】
　１０　剃刀カートリッジ
　１２　皮膚係合要素
　１４　フレーム
　１６　キャップ１６
　１８　ブレード
　２０、３８、４２　ブレードガード
　２２　ガード
　２４　ブレード支持構造体
　２６　ハンドル
　２８、３０　皮膚係合面
　２９　突起部
　３２　鋭利な刃先
　３４　皮膚係合面
　３６、３９、４４　リンススルーギャップ
　４０　シェービング補助ストリップ
　Ａ、Ｂ　角度
　Ｌ　長さ
　Ｗ　幅
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